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14) 産婦人科領域に於ける吸入麻酔法
島田勉，堀敬明
吾々は本年 7月以降 10月迄吸入麻酔を 50例中，
子宮頚癌 19例，体癌 2例，筋腫 11例，疑悪械 2例，
下腹部腫麿 7例，帝王切開 5例，その他 4例につい
て施行し，その結果，経験，文献的考察を基にして 
本法のあり方について大要を示す。
婦人科領域lζ於ける手術は主として骨盤内諸臓器
を主な対象とするため，概して高度の筋弛緩を必要
とし安静な手術野を要求する。吸入麻酔法は当領域 
では欠点をもっていないのみならず，局所麻酔下で
は処置し難い呼吸系の合併症も防止出来，非常に利
点を有している。
叉種々論議の的となっている帝王切開を 5例K全
麻で施行したが，胎児への呼吸の抑制を顧慮して行
えば，従来の局麻や腰麻に比し，患者にとって叉手
術者Kとっても良い麻酔法と云えよう。 5例共母児 
共に健在であった。吸入麻酔法は当領域に於いては
優れた利点がある。
15)分娩による恥骨結合離断
滝口光雄
私は本年 6月， 25才の初産婦で妊娠 42週目自然
分焼後恥骨結合離断の 1例を得たが，既往症異常な
く，骨盤は多少男性型を呈し，生児は 3925gであっ
た。分焼後睦壁血腫を発生し，本症の発見は産持 22
日目となり，以後帯で骨盤を緊迫したが結合部癒合
は一向に捗らず，産祷 50日目鋼鉄線で骨縫合を行
った。併し 1週間後レ線所見で再び結合部離断現わ
れ，以来コルセットを着用。現在コルセット着用の
ま〉軽度の日常生活を営んでいる。 
Gebnrtの陣痛のため本症は意外に見逃がされ易
く，起床するようになり発見される場合が多い。本 
症発生には分焼第工期が長く第E期が短い。完全な
離断を来した場合該部は軟骨組織で、あるが故に甚だ
難治であり，歩行時疹痛がなくとも癒合完全とはい
えず，広痛が再発しうる事，従ってレ線所見で側臥
時と仰臥時を比較すべき事，叉療養中は側臥位をと
らせる方が有利である事等を経験した。
16) クルーケンベルグ氏腫蕩の 1例
承認 ~ 芝廷
日
卵巣の転移性癌の王座を占める所謂クリーケンベ
jレグ腫療の 1症例を，文献概略，肉眼的所見，組織
学的所見，臨床的観察，原発巣，転移経路，転移を
受ける際の卵巣の状態，発育，診断，治療法及び予
後等，従来の諸家の文献を徴して，報告した。
本症例は 41才， 5回経産婦に発生したもので，原
発巣は胃体部で，術後病理組織学的に，その特徴と
する PAS陽性の印環細胞を確認し，クルーケンベ
Jレグ氏腫療である乙とを明らかにした。
17) 不妊婦人の子宮卵管造影像について
森島邦夫
昭和 29年 1月より昭和 33年 7月迄の約 5年間，
吾が教室に不妊を主訴として来院せる患者の中，子
宮卵管造影術を行った 461例について子宮像，卵管
疏通性，閉鎖部位，既往歴と疏通性更に流産と疏通
性について検討した。原発不妊では発育不全型子宮
像が 25%に見られ， Y字型も加えれば 35%となる。
疏通性は原発不妊が悪く全体として卵管性不妊は
38%であった。閉鎖部位は原発不妊では間質部，続
発不妊では狭部に多かった。既往歴に腹膜炎，結
核，開腹手術のあるものは疏通性が悪い。開腹手術 
に対しては，今後何等かの対策がなされるべきであ
ろう。人工流産後の疏通性はそれ程悪くない様であ
る。最後に，卵管整形術による更にトリプシン通水
による卵管像の変化について比較検討した。その結
果，比較的容易なトリプシン通水を行った後，疏通
性の得られぬ症例lζ最終的l乙手術的解決を図るべき
乙とを知った。
18)妊娠中毒性皮膚疾患又は妊娠生皮膚疾患に就
いて
高橋剛
広義の妊娠中毒症7こる妊娠性皮膚疾患は可成り広 
く認められており，就中 Herpesgestationis及び
11mpetigo herpetiformisは旧くからその代表者と
見なされているが，非妊時の，形態的に全く同様な
皮膚疾患との限界は今尚不確実である。併しその総
ての場合に妊娠と密接な関係はなくとも，此等が妊
娠時に屡々，また，非妊時でも婦人がより多く擢患
する事実は，其の発病に未だ不明の妊娠の本体乃至
婦人の本質が強く働いている事と推定し得る。最近
当教室に於いて経験した 2症例を報告する。症例 1 
経過した 2回の妊娠毎に他の中毒症を伴わず典型的
立 Herpesgestationisの型で発疹が発来し分焼後
漸次軽快治癒、した例で，発生因子として妊振の他に 
体質並びに季節的因子の存在が推定し得た。症例 2
妊娠腎と合併し全身l乙 Erythem様の発疹を生じ極
